
 

 

 

 

 

報道関係各位                                          2023 年 9 月 28 日 

株式会社テクノスジャパン 

DX推進企業 テクノスジャパンが無料Webセミナーを10月17日に開催 

テーマは「EDI2024年問題」への解決策 

『迫り来る「EDI2024年問題」、 

新EDI移行を阻む「ERP/基幹システムとの接続問題」の解決策とは 

～自社の基幹と複数の取引先をつなげる、取引データ連携基盤という選択肢～』 

DX でつながる社会の未来を切り拓く株式会社テクノスジャパン（本社：東京都新宿区、代表取締役 

社長執行役員：吉岡 隆、以下「テクノスジャパン」、証券コード 3666)は、『迫り来る「EDI2024 年問

題」、新 EDI 移行を阻む「ERP/基幹システムとの接続問題」の解決策とは』をテーマとする無料 Web セミナ

ーを、2023 年 10 月 17 日（火）15:00-16:00 に株式会社データ・アプリケーションと共同開催いたしま

す。 

 

お申込み URL：https://majisemi.com/e/c/tecnos-20231017/M2A 

 

■2024年に何が起こるのか、企業間取引を取り巻く状況 

東日本電信電話株式会社、西日本電信電話株式会社（以下、NTT 東西）は、2024 年 1 月をもって

「INS ネット（ディジタル通信モード）」のサービス提供を終了することを発表しています。 

 これにより、この回線サービスを通信インフラとして利用している、JCA 手順、全銀手順、全銀 TCP/IP 手順

などの通信プロトコルを利用する、いわゆる従来の「レガシーEDI」を使っている企業は対応を余儀なくされま

す。 

 NTT 東西は、既存の設備を利用できる補完策（切替後の INS ネット上のデータ通信）を用意しています

が、このネットワークでは処理時間が増加する場合があること、また、期間が 2027 年頃までと限定的なことか

ら永続的な利用はできず、いずれはインターネット等を利用したインターネット EDI や Web-EDI などの「新
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EDI」に移行する必要があります。 

 

■新 EDI へ移行する上で課題になる自社 ERP/基幹システムや取引先との接続 

2024 年問題を受けて多くの企業が EDI の移行を進める中、新 EDI への移行に慎重なスタンスを取って

いる企業も残っています。 

大きな課題となっているのが、自社の ERP/基幹システムとの連携部分です。技術的な制約やコストの問題

が大きな負担となります。また、古い技術に基づいたシステムを利用しているためにシステムへの追加投資に慎

重にならざるを得ないというケースもままあります。 

さらに、EDI への移行には自社のシステムだけでなく、取引先側の接続も課題となります。取引先が多岐に

わたる場合には、電話、FAX、EDI や Web-EDI など、取引手段や通信プロトコルについて、それぞれの取

引先ごとに調整する必要があります。また、そもそもこうした導入から運用設計までの負担を社内の人手だけ

でまかなうことが難しいという企業も少なくありません。 

 

■自社の基幹と取引先とをつなげる、取引データ連携基盤という解決策 

このような課題の解決策として、セミナー前半では株式会社データ・アプリケーションから EDI 2024 年問

題の動向に関する最新情報を、後半では株式会社テクノスジャパンより企業間をつなぐプラットフォーム

「CBP 注文決済サービス」を用いた企業間取引のデータ連携についてご紹介します。 

 

CBP（Connected Business Platform）は、企業間取引を

デジタル完結させるための企業間取引協調プラットフォームです。電

話・FAX、EDI、Web-EDI、業界VANなど取引先の取引ツールを

問わずにひとつのインターフェースで取引データのやり取りが可能で

す。また自社の ERP/基幹システムとも様々な方法で柔軟に連携が

できるため、基幹システムの入れ替えによる手戻りを最小限に抑え、

取引業務の DX 基盤を整えることができます。 

 

さらに従来の EDI とは異なり、CBP 自体に取引データを登録し、取引先・社内で共有するデータ管理の

方式を採用しています。これにより、受注企業から発注企業までの注文から決済までのデータの一元管理が

可能となります。蓄積されたデータを活用すれば、仕入先の評価や分析も行うことができます。また、将来自

社の ERP/基幹システムがリプレイスされる場合も、新システムへのデータ移行をスムーズに進めることができ

ます。 

CBP URL：https://www.tecnos.co.jp/lp/cbp/ 

 

■本セミナーはこんな方々におすすめ 

①新 EDI への移行を検討するなかで、社内の ERP/基幹システム連携に課題を感じている方 

②EDI 移行時の取引先との調整やシステム導入・運用設計の負担を軽減したい方 

③将来的な取引データの利活用に関心のある方 

 

■セミナー開催概要 

・テ ー マ：迫り来る「EDI2024 年問題」、新 EDI 移行を阻む「ERP/基幹システムとの接続問題」の 

解決策とは～自社の基幹と複数の取引先をつなげる、取引データ連携基盤という選択肢～ 

https://www.tecnos.co.jp/lp/cbp/


 

 

 

・日 程：10 月 17 日（火）15：00～16：00 

・開 催 方 式：zoom によるウェビナー 

・参 加 費：無料 

・主 催 者：株式会社テクノスジャパン  

・共 催 者：株式会社データ・アプリケーション 

・申 込 URL：https://majisemi.com/e/c/tecnos-20231017/M2A  

 

 

■会社概要 

株式会社データ・アプリケーション（DAL） 

DAL は、1992 年に UNIX 向けの製品をリリースして以来、EDI（電子データ交換）を中心にデータ連携分野に

おいて信頼性の高いパッケージソフトウェア「ACMS（Advanced Communication Management System）

シリーズ」を提供してきました。「ACMS シリーズ」は、国内の EDI パッケージ市場でリーダーシップを確立しており、す

でに 2,933 社 14,571 サイトを越える企業のミッションクリティカルなシステムで稼働しています。ビジネス変化に強

く、新たなイノベーションを生み出す企業のデータ連携ソリューションを今後も提供してまいります。 

 

所 在 地：東京都中央区京橋 1-7-2 ミュージアムタワー京橋 13F 

代 表 者：代表取締役 社長執行役員 安原 武志 

設 立：1982 年 9 月 27 日 

資 本 金：4 億 3,090 万円 

H P：https://www.dal.co.jp/ 

 

株式会社テクノスジャパン 

1994年に創業し、ERPビジネスを中心に事業を拡大。2018年、20年のM&Aにより、もう一つの柱として

CRMビジネスを確立。取り扱いソリューションはERPのグローバルスタンダードであるSAP、CRMのグローバルスタ

ンダードであるSalesforceが中心で、現在はこれらに加えてテクノスジャパン独自の企業間協調プラットフォー

ム「CBP」上にクラウドサービスを展開。「企業・人・データをつなぎ社会の発展に貢献する」をグループミッション

に掲げ、企業向けの経営・業務領域のデジタルトランスフォーメーションを推進するサービスを提供しています。 

 

所 在 地：東京都新宿区西新宿3-20-2 東京オペラシティタワー14階 

代 表 者：代表取締役 社長執行役員 吉岡 隆 

設 立：1994年4月27日 

資 本 金：5億6,252万円 

H P：https://www.tecnos.co.jp/ 
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